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（財）財務会計基準機構会員  

平成２１年９月１８日 

各  位 

会 社 名        株式会社オークワ 

代 表 者 名        代表取締役社長兼ＣＯＯ 福 西 拓 也 

(コード番号８２１７  東 証 第 一 部 ・ 大 証 第 一 部 ）                

問 合 せ 先        常務取締役財務本部長 今 井 啓 

Ｔ Ｅ Ｌ        ０７３－４２５－２４８１ 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

  最近の業績動向を踏まえ、平成２１年４月６日に公表した平成２２年２月期の第２四半期累計期間（平

成２１年２月２１日～平成２１年８月２０日）及び通期（平成２１年２月２１日～平成２２年２月２０日）

の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．連結業績予想数値の修正 

（１）平成２２年２月期 第２四半期累計期間（平成２１年２月２１日～平成２１年８月２０日） 

   

営業収益 

 
百万円 

 

営業利益 

 
百万円 

 

経常利益 

 
百万円 

 

四半期純利益 

 
百万円 

 

１株当たり 

四半期純利益 

   円 銭 

前回発表予想 （ Ａ ） 145,000 3,350 3,400 900 20.13 

今回発表予想 （ Ｂ ） 144,450 2,250 2,350 620 13.87 

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △550 △1,100 △1,050 △280 ― 

増  減  率 （ ％ ） △0.4 △32.8 △30.9 △31.1 ― 
（ご参考）前期第２四半期実績 

127,072 3,713 3,755 2,062 45.96 
（平成２１年２月期第２四半期） 

 

（２）平成２２年２月期 通期（平成２１年２月２１日～平成２２年２月２０日） 

   

営業収益 

 
百万円 

 

営業利益 

 
百万円 

 

経常利益 

 
百万円 

 

当期純利益 

 
百万円 

 

１株当たり 

当期純利益 

 円 銭 

前回発表予想 （ Ａ ） 300,000 7,650 7,700 3,150 70.46 

今回発表予想 （ Ｂ ） 295,000 5,350 5,400 2,050 45.87 

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △5,000 △2,300 △2,300 △1,100 ― 

増  減  率 （ ％ ） △1.7 △30.1 △29.9 △34.9 ― 
（ご参考）前期実績 

  （平成２１年２月期）  276,586  7,604  7,671  4,195  93.61 

 

２．個別業績予想数値の修正 

（１）平成２２年２月期 第２四半期累計期間（平成２１年２月２１日～平成２１年８月２０日） 

   

営業収益 

 
百万円 

 

営業利益 

 
百万円 

 

経常利益 

 
百万円 

 

四半期純利益 

 
百万円 

 

１株当たり 

四半期純利益 

   円 銭 

前回発表予想 （ Ａ ） 127,600 3,610 3,630 1,200 26.84 

今回発表予想 （ Ｂ ） 125,450 2,590 2,640 960 21.48 

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △2,150 △1,020 △990 △240 ― 

増  減  率 （ ％ ） △1.7 △28.3 △27.3 △20.0 ― 
（ご参考）前期第２四半期実績 

 （平成２１年２月期第２四半期） 125,887   3,789  3,896   2,180  48.58 
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（２）平成２２年２月期 通期（平成２１年２月２１日～平成２２年２月２０日） 

   

営業収益 

 
百万円 

 

営業利益 

 
百万円 

 

経常利益 

 
百万円 

 

当期純利益 

 
百万円 

 

１株当たり 

当期純利益 

   円 銭 

前回発表予想 （ Ａ ） 261,000 8,010 8,050 3,800 85.00 

今回発表予想 （ Ｂ ） 255,000 6,000 6,050 2,800 62.65 

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △6,000 △2,010 △2,000 △1,000 ― 

増  減  率 （ ％ ） △2.3 △25.1 △24.8 △26.3 ― 
（ご参考）前期実績 

  （平成２１年２月期） 255,881 7,799 7,936 4,550 101.53 

 

 

３．修正の理由 

   当第２四半期累計期間においては、国内景気が低迷する中、引き続き厳しい経済環境が続いてお

り、消費者の節約志向はさらに強まりを見せ、消費マインドは低調に推移いたしました。更に、天

候不順による季節商品の売り上げ不振など、当社の業績は当初の想定を上回る厳しさで推移いたし

ました。また、個人消費の落ち込みは今後も続くことが見込まれます。 

これらの結果、平成２２年２月期第２四半期累計期間および通期の業績は前回発表予想を下回る

見通しとなりました。 

 

 

注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によりこれらの業績予想数値とは異なる場合があります。 

 

  

以上 

 

             


